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□
ア
ン
ケ
ー
ト
行
動 

幹
部
職
員
か
ら 

カ
ン
パ
が
・・・ 

  

コ
ロ
ナ
禍
で
直
接
の
対
話

が
困
難
な
な
か
、
管
理
職
ユ
ニ

オ
ン
は
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
郵
送
等
で

広
く
配
布
す
る
こ
と
を
工
夫

す
る
な
か
で
、
複
数
の
幹
部
職

員
か
ら
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ

た
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
災
害
体
制
で
の
職
員
管
理

や
、
若
年
層
の
辞
職
・
技
術
継

承
等
の
将
来
の
国
土
交
通
省

の
あ
り
方
に
係
わ
る
問
題
を

取
り
上
げ
た
こ
と
が
共
感
を

呼
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
！
私
た
ち
の
運
動
の
共

感
が
広
が
っ
た
点
で
大
き
な

教
訓
で
す
。 

          

□
意
見
の
異
な
る
課

題
！
ア
ン
ケ
ー
ト
の

力
で
広
く
深
い
議
論

を
！ 

  

今
年
度
の
退
職
予
定
者
か

ら
運
用
さ
れ
る
「
定
年
延
長
」

制
度
に
つ
い
て
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
当
局
は

昨
年
人
事
院
の
資
料
を
説
明

し
て
以
来
、
何
ら
の
説
明
が
な

い
」
と
言
っ
た
当
局
の
説
明
責

任
を
追
及
す
る
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
定
年
延
長
者
の
仕
事
と

し
て
「
係
長
の
４
級
定
数
の
穴

埋
め
業
務
で
な
く
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
維
持
で
き
る
仕
事

を
」
と
の
意
見
の
一
方
で
「
給

与
は
現
役
時
の
５
割
が
実
態
。

給
与
実
態
に
合
っ
た
仕
事
を
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。「
定
年
延
長
」
制
度
及
び
再

任
用
制
度
は
、
年
金
支
給
ま
で

の
生
活
保
障
の
意
味
合
い
が

あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
不
足
す

る
定
員
事
情
を
補
い
、
中
堅
若

手
へ
の
行
政
技
術
継
承
に
資

す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

 

 

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
第
二
六
回
定
期

全
国
大
会
を
大
阪
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
は
代
議

員
、
役
員
等
で
33
名
、
討
論
で
は
、
延
べ
35
名
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
は
緩
和
さ
れ
、
職

場
で
改
め
て
対
話
を
積
み
重
ね
る
運
動
方
針
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

挨拶する亀井委員長 

答弁する笠井事務局長 

 

組合員の叡智と

工夫で 

「管理職アンケ

ート」 

を拡げよう！ 

討論に参加する組合員 
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（
表
面
よ
り
つ
づ
く
）
支
援

業
務
の
問
題
で
は
、
「
イ
ン

ハ
ウ
ス
で
可
能
な
も
の
は

イ
ン
ハ
ウ
ス
に
変
え
て
、
係

長
等
の
負
担
を
減
ら
す
べ

き
」
「
な
し
崩
し
で

業
務
範
囲
が
決
ま

っ
て
い
る
。
若
手
の

経
験
不
足
に
つ
な

が
る
。
職
員
が
責
任

持
つ
べ
き
は
職
員

で
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
長
期
的
に
は
職
員

の
増
員
で
改
善
し
て
い
く

方
向
で
一
致
で
き
て
い
ま

す
が
、
当
面
ど
う
す
べ
き
か

で
は
、
意
見
が
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ

う
し
た
多
様
化
す
る
職
場

の
問
題
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
組
む
事
を
確

認
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
得
た
最
大
多
数
の
意
見

を
軸
に
機
関
紙
宣
伝
を
行

い
、
職
場
の
支
持
を
確
認
し

つ
つ
、
国
土
交
通
省
・
地
方

整
備
局
・
国
土
地
理
院
の
当

局
、
更
に
は
人
事
院
本
院
・

内
閣
人
事
局
交
渉
で
職
場

実
態
と
要
求
を

伝
え
、
職
場
の

改
善
を
迫
っ
て

い
き
ま
す
。 

 

職
場
の
管
理

職
の
皆
さ
ん
。

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
運
動
へ

の
参
加
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

  

 

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ

ニ
オ
ン
な
ど
３
単
組
は
５

月
15
日
、
衆
院
第
１
議
員
会

館
で
「
国
土
交
通
行
政
を
担

う
組
織
・
体
制
の
拡
充
と
職

員
の
確
保
を
求
め
る
署
名
」

等
の
国
会
採
択
を
求
め
る

集
会
を
開
き
、
議
員
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。 

  

集
会
で
、
国
交
労
組
の
山

﨑
正
人
委
員
長
は
、
「
国
交

省
の
体
制
強
化
の
必
要
性

が
社
会
的
に
も
認
知
さ
れ
、

実
態
を
伝
え
る
こ
と
で
与

野
党
の
紹
介
議
員
も
、
署
名

数
も
年
々
増
加
し
て

い
る
」
と
報
告
。
建

設
分
野
の
担
い
手
不

足
に
つ
い
て
「
１
０

年
で
設
計
労
務
単
価

は
５
割
ほ
ど
引
き
上

が
っ
た
が
、
下
請
け

ま
で
届
く
仕
組
み
が

必
要
だ
。
人
手
不
足

解
消
で
防
災
・
減
災

を
実
現
し
て
い
く
重

要
性
を
訴
え

よ
う
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

  

国
土
交
通

省
管
理
職
ユ

ニ
オ
ン
の
笠

井
良
彦
事
務

局
長
は
、「
現

場
を
担
う
係

長
層
の
離
職

が
続
出
し
て
い
る
。
『
超
勤

青
天
井
』
の
悪
癖
を
な
く
し
、

人
員
増
を
求
め
て
い
く
」
と

語
り
ま
し
た
。 

  

日
本
共
産
党
の
高
橋
千

鶴
子
衆
院
議
員
が
「
今
国
会

で
議
論
さ
れ
て
い
る
高
速

道
路
と
鉄
道
、
空
き
家
対
策

な
ど
、
高
度
成
長
時
代
の
ツ

ケ
か
ら
国
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
る
。
生
活
密
着
の

公
共
事
業
へ
と
も
に
取
り

組
む
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。 

２０２３管理職ユニオン執行部

役職 氏名

委員長 近藤　敏 北陸 北陸技術

副委員長 加藤　正己 近畿 大阪国道

副委員長 春藤　千之 近畿 紀南河川国道

副委員長 根本  悟 地理 関東地方測量部

事務局長 大枝　千晋 近畿 姫路河川国道

事務局次長 安藤　浩照 中部 天竜川上流河川

事務局次長 星野　豊 関東 横浜国道

執行委員 亀田　誠 東北 仙台河川国道

執行委員 原　俊彦 北陸 信濃川下流河川

執行委員 鎌倉　啓彰 関東 東京外かく環状国道

執行委員 津村　智明 近畿 紀南河川国道

執行委員 末永　敦 中国 岡山河川

執行委員 石川　洋 四国 河川部水災害予報C

執行委員 興梠　逸郎 九州 武雄河川

執行委員 井上　武久 地理 測地部

会計監査 笠原　祥一 関東 下館河川

会計監査 大森　徹治 中部 天竜川上流河川

事務局員 上林 喜美夫 関東

事務局員 山本　健二 近畿 京都国道

勤務先

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
を 

職
場
宣
伝
し
、
世
論
の
力
で 

職
場
を
改
善
し
よ
う
！ 

「国土交通行政拡充を！」 

国交労組と共に 

国会議員要請 


